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【評価機関概要（評価機関記入）】 

評 価 機 関 名 特定非営利活動法人 
ローカルネット日本福祉医療評価支援機構 

所 在 地 〒855-0801 長崎県島原市高島二丁目七二一七 
島原商工会議所一階 

訪 問 調 査 日 平成 24年 9月 4日 
 
【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】 
(ユニット静園) 
玄関からは、絶景の海が広がり見晴らしも良く、気候の良いときには、外でお茶や食事が出

来る。事業所の母体がお寺で、ホーム内では御法話やお参りがあり、毎日の習慣でお供え物

や花の水換えなども利用者自ら進んでされる姿もある。定期的に保育園からの慰問があり、

小さな子供達とのコミュニケーションを通じて元気をもらったり、毎月近隣からのボランテ

ィアでハーモニカ演奏を行って頂くなど馴染みの関係が定着している。利用者の殆どが 90
歳以上の高齢ではあるが、年齢に負けず、その方らしい暮らしのありかたをスタッフ全員で

話し合いながら、共に生活する者として支え合っている。また、積極的に外部への研修に参

加し、本年度は、ホームでの取り組みを研修発表するなど、職員の学習意欲向上のために勉

強会プログラムや育成プログラムを実行するなど質向上にも努めている。 
 

 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】 
 
 地元のお寺を母体に持つホームで、訪れる人も多く地域の方々に親しまれており、運営推

進会議ではホーム運営についての建設的な提言や温かい意見が活発に出される会議になっ

ている。 
 管理者は、職員育成が最重要であることを常に意識し、ユニットリーダーには自主性、判

断力をつけるように指導し、また、リーダーが部下職員のレベルアップを図るべく研修も行

っている。さらに、常に職員に声をかけ、認知症の理解がストレスの軽減になるという持論

で基本に立ち返ることをアドバイスしているほか、心身のリフレッシュには休暇の利活用が

必要である等のアドバイスを行い職員の健康管理にも配慮している。 
職員も毎月の全体会議で、自らが勉強したことの発表や講師役をするなど、全員が切磋琢磨

してレベルアップを図っており、管理者・職員の質の高い支援に対する意識の高さが利用者

の温和な表情に繋がっている。 
 

（ユニット静雲） 
自然に恵まれ、景色も良く、時候がよい時は外園にてお茶や、ゆっくりとした時間を過ごす

ことが出来る。母体がお寺であることより、お彼岸や花祭りなどには御法話等が行われる。

同法人に、保育園があることより季節事に子供達と一緒に楽しめる催し物を行い、ボーイス

カウトや空手の子供達なども様々な行事に参加して下さる。 
また、地域のボランティアの方が、毎月ハーモニカの演奏を行って下さり、他にも紙芝居や

お菓子作りなど、人と人との繋がりを大切にし、共に笑顔で過ごせる楽しいホーム作りに努

めている 



Ⅰ　理念に基づく運営

1 1○理念の共有と実践

2 2○事業所と地域とのつきあい

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

4 3○運営推進会議を活かした取組み

5 4○市町との連携

（別紙２－２） ユニット名  静園

地元役場は顔なじみの関係で、
相談等あれば、気軽にお話でき
る。市役所では、必要な手続き
や、相談などあれば、連絡し協
力できるように取り組んでい
る。

市担当者は事業所の良
き理解者で、信頼関係
が構築されており、何
でも相談できる安心感
がある。

管理者、職員間で事業
所にとっての理念とは
何か、当ホームの理念
の意味を常に検討、再
考し全職員が共通認識
のもと、理念の具現化
に努めている。

近隣のハーモニカボランテァ
や、自治会、回覧板回しなど、
日常にできる面で参加を心掛け
ている。また、時にはご近所か
らの頂き物や、お返しに手作り
の饅頭を贈るなどしている。

近隣住民から野菜の差
し入れ、家族、保育園
児等の来訪で利用者と
の交流があり、地域の
一員としての継続支援
ができている。また事
業所の力を活かした子
育て支援は地域貢献に
繋がっている。

２ヶ月に１回のペースでご近所
の方にも参加協力を願いながら
運営している。月々の行事や、
事故の報告対策の検討なども
行っている。本年度は火災など
の緊急時に供えての対応をメイ
ンテーマに、活発な意見交換が
なされている。

利用者本位の視点で意
見が出され、メンバー
での避難経路の確認提
案、また職員の資格取
得に対する事業所の取
り組み等、建設的で活
発な意見が出されサー
ビスの向上に繋がって
いる。

自
己
評
価

自己評価

実施状況

　事業所は、実践を通じて積み上げ
ている認知症の人の理解や支援の方
法を、地域の人々に向けて活かして
いる

スタッフ全員で作成した理念を
基に、自然と業務中も見える場
所へ掲示し、各々が意識できる
ようにしている。

顔なじみの方や、近所の口コミ
などで、認知症の事や、相談等
に来られる事がある。必要に応
じて、専門機関の紹介や連絡先
などの紹介をし各機関との架け
橋役になることもある。

外
部
評
価

　地域密着型サービスの意義を踏ま
えた事業所理念をつくり、管理者と
職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

　利用者が地域とつながりながら暮
らし続けられるよう、事業所自体が
地域の一員として日常的に交流して
いる

項　　　　　　　目

　運営推進会議では、利用者やサー
ビスの実際、評価への取り組み状況
等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活か
している

　市町担当者と日頃から連絡を密に
取り、事業所の実情やケアサービス
の取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる

外部評価

実施状況
次のステップに向け
て期待したい内容

１　自己評価及び外部評価結果
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6 5○身体拘束をしないケアの実践

7 ○虐待の防止の徹底

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

9 ○契約に関する説明と納得

106○運営に関する利用者、家族等意見の

　反映

117○運営に関する職員意見の反映

定期的な面談や、職員会議の
際、業務調整や勤務形態などの
時間調整など具体的に話し合い
を行っている。運営方針など
も、共有できるよう、全職員で
話し合い、決定している。

年一回、利用者・家族
の満足度把握や意見を
聴くためのアンケート
を実施している。出さ
れた要望は職員間で共
有し家族へ報告するこ
とで信頼・安心へと繋
げている。

スタッフ全員が意識して取り組
めるよう、外部研修や勉強会以
外にも、毎月の会議で、話し合
う時間を設けている。ホーム内
の気付き以外にも、ニュース等
であったことなどを題材に話し
合うこともある。

スタッフ間でも理解できるよ
う、勉強会や研修で学ぶ機会を
創っている。また、利用者の必
要に応じて、ご家族等へ制度の
説明をするなど、積極的な活用
に心掛けている。

契約までの流れをスタッフへも
理解して貰うために、勉強会を
行い、共有している。利用者、
ご家族とは契約の前から話し合
いや、見学の機会を創り、気軽
にお話しやすい場を創るように
している。

「ご意見箱」を設置し、いつで
も意見を伝えられるようしてい
るが、実際に意見が投入された
ことはないため、ご家族アン
ケートとして意見を毎年聴取
し、スタッフ全員で話し合い、
返答を返すようにしている。ま
た、ケアプランの説明時、直接
生の声をお聴きするようにして
いる。

外部研修いがいにも、ホーム内
で毎月行われる会議内で、「身
体拘束」についての話し合いを
行い、常当たり前と思っている
ケアに疑問や不適切なことはな
いか、話し合いを行っている。

毎日のケアで何が身体
拘束になるかを考え、
また毎月のスタッフ会
議では自分の経験や同
僚の言動についても気
づきを記録し全員で考
察を行い、身体拘束を
しないケアを行ってい
る。

　利用者や家族等が意見、要望を管
理者や職員並びに外部者へ表せる機
会を設け、それらを運営に反映させ
ている

　代表者や管理者は、運営に関する
職員の意見や提案を聞く機会を設
け、反映させている

　代表者及び全ての職員が「指定地
域密着型サービス指定基準及び指定
地域密着型介護予防サービス指定基
準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄
関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

　管理者や職員は、高齢者虐待防止
法等について学ぶ機会を持ち、利用
者の自宅や事業所内での虐待が見過
ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

　管理者や職員は、日常生活自立支
援事業や成年後見制度について学ぶ
機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している

　契約の締結、解約又は改定等の際
は、利用者や家族等の不安や疑問点
を尋ね、十分な説明を行い理解・納
得を図っている
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12 ○就業環境の整備

13 ○職員を育てる取組み

14 ○同業者との交流を通じた向上

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

17 ○初期対応の見極めと支援

利用相談時、ご本人と話す機会
をつくったり、利用開始前に
ホームへ遊びに来て頂き雰囲気
や顔なじみになれる状況を工夫
し、気軽にお話できる雰囲気づ
くりを心掛けている。また、そ
の状況を記録へ残し、他スタッ
フとも共有できるようにしてい
る。

利用相談時にご家族と話しをす
る機会を多くつくり、ご本人へ
も充分な説明をされることや、
認知の症状をお話して頂きなが
ら、専門としてのアドバイス等
含め、何でも相談頂ける雰囲気
作りに努めている。また、その
内容を記録へ残し、相談者の情
報が共有できるようにしていい
る。

利用相談に限らず、相談があれ
ば記録へ残し対応状況を共有で
きるようにしている。また、相
談内容によっては、必要な専門
機関の説明やアドバイスを行
い、窓口等をお伝えしている。

定期的に、話し合いの機会があ
り、労働条件等の説明と、合意
をとるようにしている。また、
職員育成プログラムを実行し、
新職員からもスムーズに就業で
き、経験年数に応じた目標を
創っている。

経験年数に合わせ、個々に応じ
た課題設定や、課題を掲示し、
研修などに取り組んでいる。
ホーム内での勉強会も毎月行
い、スタッフが講師役をした
り、外部研修の発表を行うなど
積極的に行っている。

他グループホームを見学してみ
たいとの要望はあるが、実際は
見学まではできていない。その
代わりに、合同でのレクリエー
ションを企画したり、研修時に
話しを交わす機会創りに努めて
いる。

　代表者は、管理者や職員が同業者
と交流する機会をつくり、ネット
ワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向
上させていく取組みをしている

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安な
こと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づく
りに努めている

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、
関係づくりに努めている

　代表者は、管理者や職員個々の努
力や実績、勤務状況を把握し、給与
水準、労働時間、やりがいなど、各
自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

　代表者は、管理者や職員一人ひと
りのケアの実際と力量を把握し、法
人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしてい
くことを進めている

　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」まず
必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めて
いる
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18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

208○馴染みの人や場との関係継続の支援

21 ○利用者同士の関係の支援

22 ○関係を断ち切らない取組み

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

239○思いや意向の把握

利用者と家族との関係性がご入
居後も変わらず続けて頂けるよ
う、こまめな連絡や、時には自
宅に帰れる様なアドバイスを行
い、本人と家族の意向を取り入
れるようにしている。

思い出の場所にドライブに出掛
けたり、通っていたスーパー、
美容院、病院など殆どの馴染み
の場所は変えることなく行ける
ようにしている。また、親しい
人へ電話をかけたり、ホームへ
遊びにきて頂けるよう声かけし
たりしている。

気の合う者同士近くのテーブル
に工夫したり、スタッフは会話
の架け橋を担ったり、互いに良
好な関係を創れるようにしてい
る。また、利用者個々の得意分
野で力を発揮して頂ける場面を
多く創り出せるよう、努めてい
る。

契約終了後も、顔を合わせた
ら、声かけを行っている。ま
た、ご近所であった利用者家族
は立ち寄り、お話してり、自宅
で摂れた野菜を下さるなど良好
な関係を築いている。

利用者参加のケアカンファレン
スや、日常会話の中から話しを
伺い、記録へ残し、共有してい
る。また、受け持ち制をとり、
担当者が責任を持って他スタッ
フへ情報提供できるようにして
いる。

インテークシートから
思いを把握し、全職員
で情報を共有してい
る。また聞き取りが困
難な場合は筆談などで
意向を確認するなど密
な観察・寄り添いで意
向の把握をしている。

生活の場でできそうなことや、
これまで自宅でされていたこと
等、手続き作業をスタッフで話
し合いながら残された能力が発
揮できるよう工夫している。し
て頂いたら、感謝の気持ちを伝
えたり、時にはスタッフへ労い
の言葉を掛けて下さったり関係
性をつくっている。

　職員は、家族を支援される一方の
立場に置かず、本人と家族の絆を大
切にしながら、共に本人を支えてい
く関係を築いている

　職員は、本人を介護される一方の
立場に置かず、暮らしを共にする者
同士の関係を築いている

　本人がこれまで大切にしてきた馴
染みの人や場所との関係が途切れな
いよう、支援に努めている

　利用者同士の関係を把握し、一人
ひとりが孤立せずに利用者同士が関
わり合い、支え合えるような支援に
努めている

　サービス利用（契約）が終了して
も、これまでの関係性を大切にしな
がら、必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし、相談や支援に努め
ている

　一人ひとりの思いや暮らし方の希
望、意向の把握に努めている。困難
な場合は、本人本位に検討してい
る。

希望を聞いて、馴染み
のスーパーへの買物、
また利用者の生活歴を
把握したうえで近隣の
方・知人にホームに訪
ねて頂くよう働きかけ
も行い関係継続の支援
を行っている。
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24 ○これまでの暮らしの把握

25 ○暮らしの現状の把握

2610○チームでつくる介護計画とモニタ

　リング

27 ○個別の記録と実践への反映

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の

　多機能化

利用開始時に、関わったスタッ
フが誰でも書けるフリーシート
を活用し、数ヶ月かけてイン
テークシートをスタッフ全員で
作成するようにしている。

１日の生活の様子が細かく書け
る記録を用いながら、スタッフ
全員で状況を把握し、問題等発
生すれば、適切な対応ができる
ように話し、カンファレンスな
どをこまめに開くよう工夫して
いる。

ケアカンファレンスには、ス
タッフのみならず、利用者にも
参加してもらい、生の声をプラ
ンに活かすよう努めている。ま
た、ご家族からの要望等も計画
時に確認し、同意を得るように
している。

プラン作成には本人の
声を反映させることが
最も大切と考えてい
る。毎日の暮らしぶり
を記録してプランの実
践、モニタリングに繋
げ、現状に即したプラ
ン作りを行っている。

「生活の記録」へ毎日の様子や
対応等経時で見れる工夫をし、
特別な内容や話し合った内容等
も個人の記録として残してい
る。また、ケア目標を記入する
欄を作成しており、実践に連動
できるようにしている。時折、
記録チェックリストをもとに、
正しく記録がなされているか、
みんなで見直す機会をつくって
いる。

「買い物に行きたい」や「自宅
を見に行きたい」など、個々の
希望も本人の体調に合わせなが
ら、実現できるように努めてい
る。また、ご家族からの要望
も、本人の思いと合わせなが
ら、確認し家庭的な対応で実行
できるようにしている。

　本人や家族の状況、その時々に生
まれるニーズに対応して、既存の
サービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んで
いる

　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮
らし方、生活環境、これまでのサー
ビス利用の経過等の把握に努めてい
る

　一人ひとりの一日の過ごし方、心
身状態、有する力等の現状の把握に
努めている

　本人がより良く暮らすための課題
とケアのあり方について、本人、家
族、必要な関係者と話し合い、それ
ぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成してい
る

　日々の様子やケアの実践・結果、
気づきや工夫を個別記録に記入し、
職員間で情報を共有しながら実践や
介護計画の見直しに活かしている
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29 ○地域資源との協働

3011○かかりつけ医の受診診断

31 ○看護職員との協働

32 ○入退院時の医療機関との協働

3312○重度化や終末期に向けた方針の共有

　と支援

34 ○急変や事故発生時の備え

ご本人、ご家族やその面会者な
ど、生活パターンや状況を日常
会話の中からお聴きし、懐かし
い場所や思い出の物なども持ち
込んで頂けるようにお話してい
る。

ご利用前からの馴染みの医師へ
かかるようにしており、利用前
の状況を医師から情報として貰
うこともある。常勤看護師が窓
口になりながら、適切な医療の
提供ができる環境にしている。

いつでも常勤看護師へ相談、連
絡できる。また、受診時の内容
は、記録へ細かく残し、どのス
タッフが受診に行っても、同様
の対応ができるように、情報共
有している。

常勤看護師が窓口となり、ご家
族、医療機関と連携がとれるよ
うにしている。近辺のほとんど
の医療機関とも顔なじみの関係
ができており、日常から相談し
やすい関係ができている。

ホーム内でスタッフと勉強会を
通じ、意識を高める機会をつ
くっている。また、状態に応じ
て、ご家族、医療機関と話し合
いの機会を設け「看取り確認
書」等の書類へその経過を残す
ようにしている。

状況の変化によりその
都度、本人、医師、家
族と話し合いを持ち
「看取り確認書」を作
成している。また職員
でやれること、やらな
くてもいいことの確
認、体制の徹底で看取
りに対する職員の不安
払拭を図っている。

応急対応の勉強会を年２回は行
うようにしている。また、別に
消防訓練の研修を受講する機会
をつくり、誰もが対応できるよ
うなシステム造りに取り組んで
いる。他にも実際にホーム内で
発生した緊急対応を振り返り、
スタッフ全員で話し合うように
している。

毎月の定期検診や随時
のかかりつけ医への受
診の際は看護師が利用
者の状態を的確に伝
え、受診記録はスタッ
フ全員が確認し、サイ
ンをして情報を共有し
ている。

　一人ひとりの暮らしを支えている
地域資源を把握し、本人が心身の力
を発揮しながら安全で豊かな暮らし
を楽しむことができるよう支援して
いる

　利用者が入院した際、安心して治
療できるように、また、できるだけ
早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行ってい
る。

　受診は、本人及び家族等の希望を
大切にし、納得が得られたかかりつ
け医と事業所の関係を築きながら、
適切な医療を受けられるように支援
している

　介護職員は、日常の関わりの中で
とらえた情報や気づきを、職場内の
看護職員や訪問看護師等に伝えて相
談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援してい
る

　重度化した場合や終末期のあり方
について、早い段階から本人・家族
等と話し合いを行い、事業所ででき
ることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチーム
で支援に取り組んでいる

　利用者の急変や事故発生時に備え
て、全ての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い、実践力を
身に付けている

6/22



3513○災害対策

Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

3614○一人ひとりの人格の尊重とプライバ

　シーの確保

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

38 ○日々のその人らしい暮らし

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

4015○食事を楽しむことのできる支援

声かけ、対応時必ず問いかける
ようにお尋ねする姿勢に努めて
いる。出来る範囲に応じて出来
るだけ、楽しみながら選択がで
きるようにしている。

業務中心となりがちな日常で、
ケアの対象者は誰なのかを、振
り返るようにし、毎日が自分ら
しく暮らせるような支援に努め
ている

自室のタンスから好みの衣類が
自由に手に取れるようにしてい
る。認知の状態に応じて、どう
すれば、自分で選択できるか、
スタッフで話し合い、対応して
いる。利用者によっては、自宅
から馴染みの鏡や鏡台など、
使っていたものを使用して頂く
ようにしている。

食材によって、下ごしらえを一
緒に行っていただいたり、懐か
しいおやつを一緒に作るなど、
自宅で行っておられたことを楽
しんでして頂ける工夫をしてい
る。また、季節や行事に合わせ
た食べ物を提供するようにして
いる。出来る限り自分で食べれ
るような食器や、食事形態にす
るなど、出来る限りおいしく口
から食べて頂けるように努めて
いる。

職員会議時、スタッフ全員で話
し合う機会をつくっている。ま
た、運営推進会議で、近隣の方
も入っていただき、協力体制を
つくって行けるように努めてい
る。

災害に備え、定期的な
訓練を実施し備蓄も調
えている。運営推進会
議では今以上に万全を
期すようにとの意見も
出ている。近隣への協
力呼びかけや職員の消
防学校研修も予定して
いる。

災害時の近隣住民へ
の早急な支援依頼と
迅速な救出の対策の
徹底や緊急持ち出し
ファイル等の整備を
検討されることを期
待する。

毎月スタッフ全員で言葉による
虐待などの話し合いを行い、振
り返りをするようにしている。
共に生活する者であり、人生の
先輩であることを、共有し実践
できるように努めている

個人情報の記録は適正
に管理されている。
ホームで考案した「虐
待用心」「事故用心」
記録を活用し、自他共
に観察・注意を喚起し
利用者の尊厳重視を基
本とした実践を行って
いる。

　日常生活の中で本人が思いや希望
を表したり、自己決定できるように
働きかけている

　職員側の決まりや都合を優先する
のではなく、一人ひとりのペースを
大切にし、その日をどのように過ご
したいか、希望にそって支援してい
る

　火災や地震、水害等の災害時に、
昼夜を問わず利用者が避難できる方
法を全職員が身につけるとともに、
地域との協力体制を築いている

　一人ひとりの人格を尊重し、誇り
やプライバシーを損ねない言葉かけ
や対応をしている

　その人らしい身だしなみやおしゃ
れができるように支援している

　食事が楽しみなものになるよう、
一人ひとりの好みや力を活かしなが
ら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

利用者・職員は同じ
テーブルで食事をと
り、利用者同士も会話
のある楽しい食事風景
である。食材の買い出
しにも同行し、味付け
を手伝う利用者もい
る。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

42 ○口腔内の清潔保持

4316○排泄の自立支援

44 ○便秘の予防と対応

4517○入浴を楽しむことができる支援

46 ○安眠や休息の支援

47 ○服薬支援

自由に休息ができるようにして
いる。身体状況に応じて休息と
活動のバランスをとれるよう工
夫している。出来る限り、薬に
頼らず、日中は心地よい活動を
行って頂き、夜間は安心して休
んで頂けるように努めている。

一目で分かるように、個人個人
の処方箋をファイリングし、作
用、副作用を記載してある。ま
た、配薬のダブルチェックを徹
底し、服薬の間違い等がないよ
うに心掛けている。内服変更が
合った場合は、ミスのないよう
に、記録へ残し、伝達するよう
にしている。

食事量が一目で分かるように、
記録へ残し、必要に応じて同法
人の栄養士へも相談を行ってい
る。また、好みの水分を常備し
脱水予防に努めている。食欲低
下の見られる場合などは、栄養
バランスに配慮しながら、食材
の工夫をしたり、食べたい物を
食べていただけるような工夫を
出来る範囲でしている。

毎食後の声かけと促しを行って
いる。義歯の調子がおかしい時
などは、かかりつけの歯科医師
へ相談したり、協力医療機関の
歯科医師へ相談し、口腔ケアの
方法を聞くなど尋ねている。ま
た、毎食前に口腔体操を行い、
お口の健康面に配慮している。

本人の身体状況にあわせて、な
るべく離床して排泄できる工夫
を行っている。また、利用当初
はオムツ使用であった方が布パ
ンツへ移行できたりと、スタッ
フ全員で排泄時の評価を行い適
切なお手伝いができるように努
めている。

自立支援でおむつから
パンツへ、パンツから
トイレに行くように
なった利用者もある
が、苦痛と見受けられ
る場合はスタッフが話
し合い、無理をしない
その人に合った支援の
プラン見直しを行って
いる。

水分、運動、食事量をスタッフ
全員でアセスメントしながら、
出来る限り自然排便が促せるよ
うな調整を行っている。ヨーグ
ルトや、牛乳、バナナなど、そ
の方に合わせて、薬だけではな
く、食材の工夫を行っている。

入浴日は決めてあるが、入浴タ
イミングなどは、声かけしなが
ら、無理強いしない促しをし、
気持ちよく入浴を楽しめるよう
心掛けている。季節に応じて、
ゆず湯や菖蒲湯を楽しんで頂け
るようにしている。

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働きか
け等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

　一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて入浴を楽しめるように、職
員の都合で曜日や時間帯を決めてし
まわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

　一人ひとりの生活習慣やその時々
の状況に応じて、休息したり、安心
して気持ちよく眠れるよう支援して
いる

　一人ひとりが使用している薬の目
的や副作用、用法や用量について理
解しており、服薬の支援と症状の変
化の確認に努めている

　食べる量や栄養バランス、水分量
が一日を通じて確保できるよう、一
人ひとりの状態や力、習慣に応じた
支援をしている

　口の中の汚れや臭いが生じないよ
う、毎食後、一人ひとりの口腔状態
や本人の力に応じた口腔ケアをして
いる

　排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し、一人ひとりの力や排泄のパター
ン、習慣を活かして、トイレでの排
泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

気の合った人同士で入
浴したり、入浴嫌いの
人は友人が声をかけて
くれたら入浴する人も
いる。
一人ひとりに応じた週
3回の支援を行ってい
る。
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48 ○役割、楽しみごとの支援

4918○日常的な外出支援

50 ○お金の所持や使うことの支援

51 ○電話や手紙の支援

5219○居心地のよい共用空間づくり

自由に電話を掛けることが出来
る。時には、ご家族へお願い
し、お手紙を出して頂いたり、
贈り物が届いたらお礼の電話を
一緒にかけるなど、日常生活で
行っているやりとりを行ってい
る。また、年賀状を毎年、出し
たいご家族へ出せるようお手伝
いしている。

気の合う方同士、近くのテーブ
ルへ座れるように配置したり、
希望の場所へ居れるような工夫
を行っている。共同スペースに
は、自分たちで作った作品を展
示したり、季節を感じられる飾
り付けや、花を飾るなど家庭的
な雰囲気である。

風が通り抜けるホール
は明るく広く居心地が
良い。また手作りのタ
オル地の小物が愛らし
く職員の優しさが感じ
られる。利用者は表情
豊かにスタッフと会話
を楽しんでいる。

本人の希望に合わせて、ご家族
と話し合い、適度に所持金を持
たれるように、している。中に
は、貯金通帳を自己管理されて
いる方もおられ、安全に使用で
きるよう、工夫してういる。

出来るだけ家族と一緒
に出かけて、思い出作
りをして頂くようにし
ている。お盆には２泊
３日で家に帰られた方
もいる。日常的にホー
ムの外庭で外気に触れ
景色を楽しんでいる。

スタッフは利用者個々の得意な
ことを把握しており、楽しく１
日が過ごせるよう、それぞれの
活躍の場をつくるよう努めてい
る。中には、新しい趣味を作ら
れる方もおり、出来るか限り生
きがいを持って暮らして頂ける
よう工夫している。

外の景色や草花を眺めに一緒に
出掛けたり、買い物へ行きたい
方を馴染みのスーパーへお連れ
したり、スタッフは時間を調整
し、外出支援に努めている。な
かなか外出されない方も、出来
るだけ、外の空気に触れて頂け
るよう、声かけを行っている。

　職員は、本人がお金を持つことの
大切さを理解しており、一人ひとり
の希望や力に応じて、お金を所持し
たり使えるように支援している

　家族や大切な人に本人自らが電話
をしたり、手紙のやり取りができる
ように支援をしている

　張り合いや喜びのある日々を過ご
せるように、一人ひとりの生活歴や
力を活かした役割、嗜好品、楽しみ
ごと、気分転換等の支援をしている

　一人ひとりのその日の希望にそっ
て、戸外に出かけられるよう支援に
努めている。また、普段は行けない
ような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しなが
ら出かけられるように支援している

　共用の空間（玄関、廊下、居間、
台所、食堂、浴室、トイレ等）が、
利用者にとって不快や混乱をまねく
ような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よ
く過ごせるような工夫をしている
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53 ○共用空間における一人ひとりの居場

　所づくり

5420○居心地よく過ごせる居室の配慮

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な

　環境づくり

Ⅴ　アウトカム項目

1，ほぼ全ての利用者の
2，利用者の2/3くらいの
3．利用者の1/3くらいの
4．ほとんど掴んでいない
1，毎日ある
2，数日に1回程度ある
3．たまにある
4．ほとんどない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての家族と
2，家族の2/3くらいと
3．家族の1/3くらいと
4．ほとんどできていない

○

○

○

○

○

○

部屋にはお気に入りの
物を置き、利用者は思
い思いに工夫をしてい
る。各部屋の一角に
は、独立したトイレの
部屋が設置され便利で
ありプライバシーが保
たれている。

ホールや居室には手すりが設置
してあり、歩行に使用できる。
また、利用者の身体状況にあわ
せて、安全面に配慮しながら、
快適に活動できるよう、物の配
置を検討したり、環境整備に努
めている。

○

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い思
いに過ごせるような居場所の工夫を
している

　居室あるいは泊まりの部屋は、本
人や家族と相談しながら、使い慣れ
たものや好みのものを活かして、本
人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

　建物内部は一人ひとりの「できる
こと」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や
姿がみられている
（参考項目：36,37）

畳の共有スペースやソファで横
になれたり、ゆっくり過ごせる
場所もあり、また、他者とお話
できるテーブル設置のホールな
ど、その方に合わせて自由に過
ごせる場所を創っている。

自由に部屋の行き来ができる。
室内は個人個人の思い出の物や
馴染みの家具を持ち込まれ、希
望に応じて畳やフローリングに
変更もする。ご家族等の面会も
思い思いに過ごして頂けるよ
う、居室でゆっくりお話できる
工夫をしている。

○

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めてい
ることをよく聴いており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んで
いる。
（参考項目：23,24,25）

57
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

59

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

61

56

62

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせ
ている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援に
より、安心して暮らせている。
（参考項目：28）
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1，ほぼ毎日のように
2，数日に1回程度ある
3．たまに
4．ほとんどない
1，大いに増えている
2，少しずつ増えている
3．あまり増えていない
4．全くいない
1，ほぼ全ての職員が
2，職員の2/3くらいが
3．職員の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての家族等が
2，家族等の2/3くらいが
3．家族等の1/3くらいが
4．ほとんどいない

○

○

○

○

○

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満
足していると思う。

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足してい
ると思う。

65

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が
訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

66

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつ
ながりの拡がりや深まりがあり、事業所の理解者や応援
者が増えている。
（参考項目：4）
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（別紙２－２）

Ⅰ　理念に基づく運営

1 1○理念の共有と実践

2 2○事業所と地域とのつきあい

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

4 3○運営推進会議を活かした取組み

5 4○市町との連携

１　自己評価及び外部評価結果　　　

外部評価

実施状況

ユニット名　　静雲

次のステップ
に向けて期待
したい内容

　運営推進会議では、利用者やサービ
スの実際、評価への取り組み状況等に
ついて報告や話し合いを行い、そこで
の意見をサービス向上に活かしている

　市町担当者と日頃から連絡を密に取
り、事業所の実情やケアサービスの取
組みを積極的に伝えながら、協力関係
を築くように取り組んでいる

自
己
評
価

自己評価

実施状況

　事業所は、実践を通じて積み上げて
いる認知症の人の理解や支援の方法
を、地域の人々に向けて活かしている

スタッフ全員で創った理念
をもとに、問題や困ったこ
とがあれば、振り返るよう
に心掛けている。理念を見
えやすい場所に掲示し、
日々心掛け努めている。

外
部
評
価

　地域密着型サービスの意義を踏まえ
た事業所理念をつくり、管理者と職員
は、その理念を共有して実践につなげ
ている

　利用者が地域とつながりながら暮ら
し続けられるよう、事業所自体が地域
の一員として日常的に交流している

項　　　　　　　目

顔なじみや、近所の方から
の質問や相談があれば、親
身にお話出来るようにして
いる。地域に向けて、認知
症の理解や学習会なども
行っていきたい気持ちはあ
るが、まだ実践とまでは
至っていない。

近所の方から差し入れが
あったり、馴染みのある町
民のお祭りやイベントに参
加できるよう、計画をたて
参加している。

近くの役場は顔なじみであ
り、足を運ぶと声を掛けて
貰える。特に手続き等で分
からないことなども気軽に
相談できる。

利用者のご家族、ご近所の
方、民生員の方などを交
え、運営し、毎回活発な意
見交換の場になっている。
実際にホームでの取り組み
を一緒に具体的に検討頂
き、実施することが出来て
いる。
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6 5○身体拘束をしないケアの実践

7 ○虐待の防止の徹底

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

9 ○契約に関する説明と納得

106○運営に関する利用者、家族等意見の

　反映

117○運営に関する職員意見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を管理
者や職員並びに外部者へ表せる機会を
設け、それらを運営に反映させている

　代表者や管理者は、運営に関する職
員の意見や提案を聞く機会を設け、反
映させている

　代表者及び全ての職員が「指定地域
密着型サービス指定基準及び指定地域
密着型介護予防サービス指定基準にお
ける禁止の対象となる具体的な行為」
を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組
んでいる

　管理者や職員は、高齢者虐待防止法
等について学ぶ機会を持ち、利用者の
自宅や事業所内での虐待が見過ごされ
ることがないよう注意を払い、防止に
努めている

　管理者や職員は、日常生活自立支援
事業や成年後見制度について学ぶ機会
を持ち、個々の必要性を関係者と話し
合い、それらを活用できるよう支援し
ている

　契約の締結、解約又は改定等の際
は、利用者や家族等の不安や疑問点を
尋ね、十分な説明を行い理解・納得を
図っている

ホームでの勉強会でスタッ
フへも制度の実態は認知さ
れている。しかし、新人職
員や具体的な内容に付いて
までの（手続きの流れ等）
は徹底しているとまでは言
い難い。活用が必要な対象
者へは、スタッフと話し合
い、管理者や施設長から、
具体的な説明等がなされ
る。

身体拘束の勉強会を定期的
に行い、また外部への研修
へも参加するよう心掛けて
いる。毎月スタッフ全員で
話し合いの機会をつくるよ
うにしている。

勉強会や研修への参加を積
極的に行うようにしてい
る。毎月「虐待用心」とい
うネーミングでスタッフと
話し合いの場を設け、日ご
ろのさりげないケアが虐待
に繋がっていないか、話し
合い気付きを持つようにし
ている。

相談時より、ご家族や担当
者へ何度か足を運んでもら
い、話しやすい雰囲気をつ
くるよう心掛けている。ま
た、契約の流は管理職のみ
ならず、スタッフにも理解
して貰えるよう、勉強会を
ひらき、現状の流を理解で
きるようにしている。

「意見箱」を設置している
が、実際は投稿されること
が殆どないため、毎年「ご
家族アンケート」を実施
し、日ごろ言えないような
ことも伝えて頂けるように
している。実際話し合い実
施する内容をさらに返答す
るようにしている。また、
日常の何気ない会話の中か
ら、言いやすい雰囲気を創
るようにしている。

職員会議を利用し、スタッ
フ全員で業務内容や時間の
工夫など話し合いしてい
る。また、個別で話し合う
こともあり、スタッフみん
なで創る職場環境を目指し
ている。
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12 ○就業環境の整備

13 ○職員を育てる取組み

14 ○同業者との交流を通じた向上

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

17 ○初期対応の見極めと支援

　代表者は、管理者や職員個々の努力
や実績、勤務状況を把握し、給与水
準、労働時間、やりがいなど、各自が
向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

　代表者は、管理者や職員一人ひとり
のケアの実際と力量を把握し、法人内
外の研修を受ける機会の確保や、働き
ながらトレーニングしていくことを進
めている

　代表者は、管理者や職員が同業者と
交流する機会をつくり、ネットワーク
づくりや勉強会、相互訪問等の活動を
通じて、サービスの質を向上させてい
く取組みをしている

　サービスの利用を開始する段階で、
本人が困っていること、不安なこと、
要望等に耳を傾けながら、本人の安心
を確保するための関係づくりに努めて
いる

　サービスの利用を開始する段階で、
家族等が困っていること、不安なこ
と、要望等に耳を傾けながら、関係づ
くりに努めている

　サービスの利用を開始する段階で、
本人と家族等が「その時」まず必要と
している支援を見極め、他のサービス
利用も含めた対応に努めている

個別に面談をし、現在の就
業時間や給与等の話し合い
を行い、確認、合意を貰う
ようにしている。

「職員育成プログラム」を
作成し、新人職員から、経
験のあるスタッフまで、
個々に目標を持った取り組
みができるようにしてい
る。研修へも、経験に応じ
積極的に参加できるよう、
促している。

外部での研修などで、他職
場の方との交流ができるよ
うにしているが、全スタッ
フとまでは至っていない。
レクリエーション企画など
で、一緒に利用者も含め交
流することもあった。

入居相談後、ホームの様子
を見学して頂き、雰囲気を
感じて頂くようにしてい
る。お茶飲みに遊びに来て
頂く感じで、顔なじみの関
係を創りながら、本人が安
心出来るように工夫してい
る、。

入居相談後も、何度かホー
ムへ足を運んで頂きなんで
も話しやすい関係が築ける
ように努めている。その
際、必要であれば認知症対
応に付いてのアドバイスや
これまでの介護の労いなど
話やすい雰囲気に努めてい
る。

入居相談時、ご家族と本人
との関係性や、生活状況を
伺いながら、ホーム利用が
適切であるか検討してい
る。他に必要なサービス等
あれば、アドバイスし、居
宅担当ケアマネ等連携して
いくように心掛けている。
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18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

208○馴染みの人や場との関係継続の支援

21 ○利用者同士の関係の支援

22 ○関係を断ち切らない取組み

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

239○思いや意向の把握

　サービス利用（契約）が終了して
も、これまでの関係性を大切にしなが
ら、必要に応じて本人・家族の経過を
フォローし、相談や支援に努めている

　一人ひとりの思いや暮らし方の希
望、意向の把握に努めている。困難な
場合は、本人本位に検討している。

　職員は、家族を支援される一方の立
場に置かず、本人と家族の絆を大切に
しながら、共に本人を支えていく関係
を築いている

　本人がこれまで大切にしてきた馴染
みの人や場所との関係が途切れないよ
う、支援に努めている

　利用者同士の関係を把握し、一人ひ
とりが孤立せずに利用者同士が関わり
合い、支え合えるような支援に努めて
いる

　職員は、本人を介護される一方の立
場に置かず、暮らしを共にする者同士
の関係を築いている

共に生活している者とし
て、利用者も出来ることを
一緒に行い、暮らしていけ
る環境に心掛けている。ス
タッフ全員で対象者の出来
ることや得意なことを探
し、お手伝い頂いている。

担当職員を決めており、そ
れぞれの職員は、担当者ご
家族へ毎月のご様子をお伝
えする手紙を配信してい
る。また、年に数回はご家
族合同でイベントを行い共
に過ごして頂ける機会をつ
くっている。

利用当初より、馴染みの場
所やこれまで生活されてい
た環境をお聴きし、一緒に
行けるように努めている。
これまで通っていた美容院
なども以前と同様にいける
ように支援している。

気の合う方や、ご近所に住
んでいた方同士、近くの座
席に座って頂いたり、ス
タッフが間に入りながら、
会話が円滑にできるよう工
夫している。

利用終了後も馴染みの関係
になったご家族が立ち寄っ
て下さったり、差し入れを
頂いたり、良好な関係が築
けている。また、外出先で
ばったりであったときなど
も、あいさつするなど、話
しかけやすい雰囲気に努め
ている。

本人の訴えを記録に残し、
その方の気持ちをスタッフ
全員で検討している。ま
た、担当スタッフは特にそ
の気持ちや思いを伝えて貰
うように努め、ケアカン
ファレンスでも中心となっ
て伝えて頂くようにしてい
る。
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24 ○これまでの暮らしの把握

25 ○暮らしの現状の把握

2610○チームでつくる介護計画とモニタ

　リング

27 ○個別の記録と実践への反映

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の

　多機能化

29 ○地域資源との協働

　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮ら
し方、生活環境、これまでのサービス
利用の経過等の把握に努めている

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身
状態、有する力等の現状の把握に努め
ている

　本人がより良く暮らすための課題と
ケアのあり方について、本人、家族、
必要な関係者と話し合い、それぞれの
意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

　日々の様子やケアの実践・結果、気
づきや工夫を個別記録に記入し、職員
間で情報を共有しながら実践や介護計
画の見直しに活かしている

　本人や家族の状況、その時々に生ま
れるニーズに対応して、既存のサービ
スに捉われない、柔軟な支援やサービ
スの多機能化に取り組んでいる

　一人ひとりの暮らしを支えている地
域資源を把握し、本人が心身の力を発
揮しながら安全で豊かな暮らしを楽し
むことができるよう支援している

記録には、ケア目標が一目
で分かるように記載してあ
り、気付きを記録しやすい
ようにしている。日々の様
子を出来るだけ記録へ残し
振り返る機会をつくってい
る。

これまでの生活からかけ離
れたものにならないよう、
その方の地域での生活状況
を把握し、同じように対応
出来るよう連携し努めてい
る。

インテークシートを全員で
作成し、その方、の生活史
を理解できるようにしてい
る。また、ご家族の面会な
どを利用し、これまでの生
活をお聴きすることもあ
る。

「生活の記録」に１日の過
ごし方が分かるよう、計時
で見やすく記載されてい
る。また、記録の中から、
出来そうなことやできたこ
とを記入することでスタッ
フ全員が共有できるように
している。

利用者を含めてケアカン
ファレンスの機会をつくり
本人の気持ちを中心とした
ケアプランの作成に心掛け
ている。スタッフは利用者
の生の声を聞くことで、気
持ちを共有する機会になっ
ている。

自宅への外出希望や馴染み
の場所へ行きたいなど、ご
家族に協力して頂いたり、
馴染みの方が、お世話して
下さるなど、協力して頂け
る関係がある。
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3011○かかりつけ医の受診診断

31 ○看護職員との協働

32 ○入退院時の医療機関との協働

3312○重度化や終末期に向けた方針の共有

　と支援

34 ○急変や事故発生時の備え

3513○災害対策

　利用者が入院した際、安心して治療
できるように、また、できるだけ早期
に退院できるように、病院関係者との
情報交換や相談に努めている。又は、
そうした場合に備えて病院関係者との
関係づくりを行っている。

　重度化した場合や終末期のあり方に
ついて、早い段階から本人・家族等と
話し合いを行い、事業所でできること
を十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

　利用者の急変や事故発生時に備え
て、全ての職員は応急手当や初期対応
の訓練を定期的に行い、実践力を身に
付けている

　火災や地震、水害等の災害時に、昼
夜を問わず利用者が避難できる方法を
全職員が身につけるとともに、地域と
の協力体制を築いている

　受診は、本人及び家族等の希望を大
切にし、納得が得られたかかりつけ医
と事業所の関係を築きながら、適切な
医療を受けられるように支援している

　介護職員は、日常の関わりの中でと
らえた情報や気づきを、職場内の看護
職員や訪問看護師等に伝えて相談し、
個々の利用者が適切な受診や看護を受
けられるように支援している

これまでのかかりつけ医を
変更することなく、同様に
通院、受診できるようにし
ている。また、常勤看護師
が連携をとりながら適切な
受診ができるようにしてい
る。

常勤看護師へいつでも相談
できる体制になっており、
必要に応じ、かかりつけ医
へ連携がとられる。また、
内容は記録へ残し、全ス
タッフへ共有できるうよう
にしている。

常勤看護師を中心に、医療
機関、ご家族と連携がとれ
るようにしている。殆どの
近隣医療施設へは顔なじみ
であり、いつでも相談出来
る体制である。

勉強会を行いスタッフ全員
で話し合う機会をつくっ
た。また、状況の変化に応
じて、主治医やご家族と話
し合いの機会を多くつく
り、方向性や段階を話し合
う機会をつくるようにして
いる。その内容は、スタッ
フ全員が共有できるよう、
記録へ残し確認をとってい
る。

年に２回は急変時の対応勉
強会を実施し、スタッフ全
員が対応出来るようにして
いる。また、ホーム外での
研修へも積極的に参加して
いる。

職員全員で話し合いを行う
ようにしている。また、今
回の運営推進会議では、災
害時の対策を中心に議題を
設け、実際の供えや協力体
制を具体的に想定し、検討
していくようにした。
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Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

3614○一人ひとりの人格の尊重とプライバ

　シーの確保

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

38 ○日々のその人らしい暮らし

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

4015○食事を楽しむことのできる支援

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれ
ができるように支援している

　食べる量や栄養バランス、水分量が
一日を通じて確保できるよう、一人ひ
とりの状態や力、習慣に応じた支援を
している

　食事が楽しみなものになるよう、一
人ひとりの好みや力を活かしながら、
利用者と職員が一緒に準備や食事、片
付けをしている

　職員側の決まりや都合を優先するの
ではなく、一人ひとりのペースを大切
にし、その日をどのように過ごしたい
か、希望にそって支援している

　日常生活の中で本人が思いや希望を
表したり、自己決定できるように働き
かけている

　一人ひとりの人格を尊重し、誇りや
プライバシーを損ねない言葉かけや対
応をしている

利用者の身体状況や介護状
況により、時間作業に追わ
れる事をスタッフ間で自覚
し、業務優先になっていな
いか話し合い、出来る限り
「待ち」ながら、その方の
ペースで過ごして頂けるよ
うに努めている。

声のかけ方や対応など、日
ごろ気になった些細な場面
でも、気づきを話し合うよ
うにしている。話し合いを
おこなうことでそれぞれの
意見を出し、その方の人格
を理解できるように努めて
いる。

強要しないよう、常に「～
しませんか？」などの声か
けを工夫している。また、
自分で選択できやすいよう
に、質問方法を工夫するな
ど努めている。

自宅で使われていた鏡台を
持参され、身だしなみを整
えるお手伝いを一緒にした
り、髭剃りが出来るようお
手伝いしたり、これまで通
い慣れた美容院へお連れす
るなど、これまで行ってい
たことが出来るよう努めて
いる。

食べやすいよう、食材を工
夫したり、好みの食べ物を
取り入れたい、時には特別
メニューを企画するなど、
その時に応じて楽しく食事
できる工夫をしている。食
事の下ごしらえもできる方
にはお手伝い頂いたり、一
緒に食事をとりながら会話
を楽しむなど家庭的な雰囲
気に努めている。

水分摂取量が少ない場合は
好みの飲料を探したり、摂
取量が確認できるよう記録
へ残している。必要に応じ
て同法人の栄養士や、かか
りつけ医の栄養士へも相談
するなど取り組んでいる。
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42 ○口腔内の清潔保持

4316○排泄の自立支援

44 ○便秘の予防と対応

4517○入浴を楽しむことができる支援

46 ○安眠や休息の支援

47 ○服薬支援

　一人ひとりの希望やタイミングに合
わせて入浴を楽しめるように、職員の
都合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に、個々に応じた入浴の支援をしてい
る

　一人ひとりの生活習慣やその時々の
状況に応じて、休息したり、安心して
気持ちよく眠れるよう支援している

　一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用、用法や用量について理解し
ており、服薬の支援と症状の変化の確
認に努めている

　排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し、一人ひとりの力や排泄のパター
ン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る

　便秘の原因や及ぼす影響を理解し、
飲食物の工夫や運動への働きかけ等、
個々に応じた予防に取り組んでいる

　口の中の汚れや臭いが生じないよ
う、毎食後、一人ひとりの口腔状態や
本人の力に応じた口腔ケアをしている

運動や水分量、お腹のマッ
サージなども促し、出来る
限り自然排便が望めるよう
努めている。水分も、乳製
品や、食物繊維の多い
ジュースなどその方に合わ
せた飲料を用いるようにし
ている。

入浴日は決まっているが、
強要することはない。入り
たいタイミングでの声かけ
や工夫を行い、気持ちよく
入浴して頂けるようにして
る。また、季節によってゆ
ず湯や菖蒲湯など喜んでい
ただける工夫をしている。

毎食後の歯みがきの声か
け、確認を行っている。必
要に応じて定期的に歯科衛
生士の指導を受けたり、口
の体操を促すなど行ってい
る。

出来る限りオムツの使用は
少なくし残された力でトイ
レで排泄できるように取り
組んでいる。排泄パターン
が把握しやすいように、計
時的に見れる記録へ残し、
スタッフ間で共有できるよ
うにしている。

その方の状況にあわせて、
適度に休息できるよう取り
組んでいる。出来る限り薬
に頼らず、日中の活動を見
直したり、睡眠パターンを
スタッフ全員で話し合いな
がら休まれるよう努めてい
る。

処方箋を個々にファイルへ
挟み、準備時に確認しなが
ら行うようにしている。ま
た、ダブルチェックを行
い、ミスのないように取り
組んでいる。
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48 ○役割、楽しみごとの支援

4918○日常的な外出支援

50 ○お金の所持や使うことの支援

51 ○電話や手紙の支援

5219○居心地のよい共用空間づくり

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

　所づくり 気の合う方同士、近くに座
席を配置したり、自分で好
まれる場所に座って頂ける
ようにしている。また、畳
のスペースを使い、趣味の
ものをゆっくり楽しまれた
り、新聞に目を通すなど自
由に過ごして頂けるように
している。

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）が、利用
者にとって不快や混乱をまねくような
刺激（音、光、色、広さ、温度など）
がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

　共用空間の中で、独りになれたり、
気の合った利用者同士で思い思いに過
ごせるような居場所の工夫をしている

　一人ひとりのその日の希望にそっ
て、戸外に出かけられるよう支援に努
めている。また、普段は行けないよう
な場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけ
られるように支援している

　職員は、本人がお金を持つことの大
切さを理解しており、一人ひとりの希
望や力に応じて、お金を所持したり使
えるように支援している

　家族や大切な人に本人自らが電話を
したり、手紙のやり取りができるよう
に支援をしている

利用者の希望に応じ、ご家
族と相談しながら、所持し
て頂くようにしている。外
出時にお土産を自分で購入
されたり、楽しみとなって
いる。

何時でも電話が掛けられ
る。利用者によっては、自
分で掛けられない方も、気
持ちを汲み取りながら、一
緒に電話をかけたり、ご様
子をお話するなど行ってい
る。

　張り合いや喜びのある日々を過ごせ
るように、一人ひとりの生活歴や力を
活かした役割、嗜好品、楽しみごと、
気分転換等の支援をしている

インテークシートををもと
に楽しみや趣味をお聴き
し、それが出来る限り続け
られるようお手伝いしてい
る。外に散歩なども促し、
気分転換して頂くよう努め
ている。

ご家族と相談しながら、外
出の計画をたてたり、散歩
に出掛けるなどなるべく気
候の良いときは外へ出掛け
る機会が増えるよう努めて
いる。

共同スペースでは自由にく
つろぐことができ、畳ス
ペースも座りやすくできて
いるため、時には畳でご飯
を食べられたり、昼寝をし
て過ごされる光景もある。
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5420○居心地よく過ごせる居室の配慮

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な

　環境づくり

Ⅴ　アウトカム項目

1，ほぼ全ての利用者の
2，利用者の2/3くらいの
3．利用者の1/3くらいの
4．ほとんど掴んでいない
1，毎日ある
2，数日に1回程度ある
3．たまにある
4．ほとんどない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての家族と
2，家族の2/3くらいと
3．家族の1/3くらいと
4．ほとんどできていない

56

62

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や
姿がみられている
（参考項目：36,37）

これまで自宅で使われてい
た馴染みの物を持ち込んで
頂き、その方らしい暮らし
が出来るよう工夫してい
る。本人の状況に合わせ
て、布団、ベッドどちでも
対応できる。

○

　建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして、安
全かつできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせ
ている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援に
より、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人
や家族と相談しながら、使い慣れたも
のや好みのものを活かして、本人が居
心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んで
いる。
（参考項目：23,24,25）

57
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

59

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

61

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めてい
ることをよく聴いており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

歩行時の手すりが設置して
あり、段差のない創りに
なっている。居室はなるべ
く以前生活していた雰囲気
で配置し、混乱がないよう
に配慮したり、分かるよう
な目印や文字で工夫してい
る。

○

○

○

○

○

○

○
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1，ほぼ毎日のように
2，数日に1回程度ある
3．たまに
4．ほとんどない
1，大いに増えている
2，少しずつ増えている
3．あまり増えていない
4．全くいない
1，ほぼ全ての職員が
2，職員の2/3くらいが
3．職員の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての家族等が
2，家族等の2/3くらいが
3．家族等の1/3くらいが
4．ほとんどいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつ
ながりの拡がりや深まりがあり、事業所の理解者や応援
者が増えている。
（参考項目：4）

66

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満
足していると思う。

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足してい
ると思う。

65

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が
訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

○

○

○

○

○
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